










考察 

血漿交換の適応は,交換輸血と同じであると思われるが,父換輸血に比して,効率が大で,副

作用が少ない。しかし,欠点として,高価な機具が必要であり,15 ㎏以下の幼児には行いに

くい点がある。 

本症例は体重が 30 ㎏あり,血管確保が容易であった。患児は外来受診時,神経学的 stage

分類ではⅡからⅢに移行する状態であり,この時期に血漿交換を行ったことにより，

GOT,GPT,LDH の上昇を抑え,回復を早めたと思われる。ライ症候群の予後は,早期発見,早期

治療によるとされているので,今後早期に血漿交換を行うことが検討されることを希望す

る。 


